







































ムにほかならない。一八八〇年代、精神病理学のパラダイムが大きく変換する。それまで単なる超常現象として記録されてきた現象を、精神医学的に、つまり科学的に解明できるという確信が生じたのだった。精神医学の世界的中心地だったパリのサルペトリエール病院に君臨したシャルコー、彼のライヴァルでナンシー 派 ベルネーム、そして哲学分野から精神医学に参入したジャ らがこのパラダイム変換をになった。オカルティズムの到達点として 心霊科学は、十九世紀末から二十世紀初頭 ヨーロッパにおいて 実験心理学や精神病理学や哲学に、無視しがた 波及効果をもたらしたのだった。
本書で論じられている著作のいくつかは邦訳さ












で、アメリカでは心霊術が流行する。その後はイギリスやフランスに流行が伝わり、各地で交霊会が催されるようになった。いわゆる「こっくりん」のことである。あのヴィクトル・ユゴーが亡命先のガーンジー島で、心霊術 熱中していたとはあまり知られていない の普及は、この現象が実証可能な科学として未知 領域を拓くのではないか、という期待を抱かせた。その期待に応えた が、フランスのアラン・カラデック 、彼は「普遍流体」という概念を導入して超常現象を説明し、それによって心霊術を時代の新たな宗教として理論化しようとした。ヨーロッパ中心的な宗 観 見直 現在 続くニューエイジへ道を拓いた功績は大きい。
こうして心霊術から心霊科学の時代へと移る。
心霊科学とは、まさに科学の時代 オカルティズ
代だった。とりわけ南仏ピレネー山麓の町ルルドのマリア顕現は、ヴァチカン当局によって正式に奇跡と認められ、町はその後 トリックの一大聖地に発展した。そこに蝟集する巡礼者集団の異様な熱気 ついては、ゾラの『ルルド』やユイスマンスの『ルルドの群集』がみごとに語っている。この奇跡 現象と ながっていた が、右派オカルティズムである。 りわけ「マリア派異端」と言うべき、いささか怪しいオカルト・セクトや秘密結社が誕生して、民衆の心性に入り込んだ。こうした異端の数々について、本書はじつに豊かで示唆に富む解釈を提供 くれる。
オカルティズムが科学にも影響したことは特筆
に値するだろ 。一般に、両者は根本的に対立するものと考えられているが、十九世紀オカルティズムの特徴は、科学主義や医学の発達と根を同じくする「擬似科学」と浅からぬ関係 結び、正統な科学に対抗したこ にあるという。そ 代表が、十八世紀末 一世を風靡したウィーン出身の医師メスマーの動物磁気説にほかならない。メスマーはこの説にもとづいて、パリ上流社会の人々を治療して名声を得たが、その正統性 疑いを抱 た科学アカデミーとは鋭く対立すること なった。
こうして社会主義、ユートピア思想、宗教、科
学など、十九世紀を貫く重要 文化現象とオカル
